
  
 

 令 和 ４ 年 ４ 月 ８ 日 

～美ら島の未来を拓く～ 

沖 縄 総 合 事 務 局 

国による運天
うんてん

港の軽石の除去及び処分について 

運天港においては、令和３年 12 月 10 日より、運天港の港湾管理者（沖縄県）の要請を受け、国が運天港

の港湾施設の一部を管理して「軽石の除去に関する全体調整」、「航路利用の可否の判断」等を実施し、さら

に令和４年１月 10日より、「軽石の除去」を追加して、国・県が連携した軽石対策を進めてまいりました。 

この結果、これまでに国・県あわせて、約３万ｍ3の軽石を除去しましたが、港内に軽石が残存している状

況を踏まえ、軽石対策に万全を期すため、港湾管理者（沖縄県）の再度の要請を受けて、国が管理する期間

を５月９日まで延長します。 

また、除去した軽石については、専門家からなる「軽石の埋立処分に関する技術検討委員会」での検討を

経て３月 23日に公表した「中城湾港泡瀬地区軽石埋立処分手順」を踏まえ、中城湾港の泊地整備（国直轄工

事）に伴って発生する浚渫土砂等を軽石と混合し、同港泡瀬地区の直轄土砂処分場に埋立処分することとし

ています。４月 11日に沖縄県に対する公有水面埋立法に基づく変更承認申請を予定しており、引き続き、着

実かつ迅速に軽石対策を進めてまいります。 

 

Ⅰ．運天港における国による港湾施設の一部管理の期間延長 

１． 国が管理する期間   令和３年 12月 10 日～令和４年５月９日 

※ 令和４年４月９日までの期間を１ヶ月延長 

２． 港湾の名称   運天港 

３． 港湾管理者の名称   沖縄県 

４． 管理の内容   別紙１のとおり 

５． 軽石対策の内容   軽石除去等に係る全体調整（国） 

船舶を使用した海上からの軽石除去（国） 

バックホーを使用した陸上からの軽石除去（県） 等 

 

Ⅱ．国が除去した軽石の処分 

 １．処分先    中城湾港泡瀬地区 直轄土砂処分場（別紙２のとおり） 

 ２．処分方法    中城湾港の浚渫土砂と軽石を混合して処分 

購入砂と軽石を混合して処分 

 ３．公有水面埋立変更承認申請  ４月 11日（予定） 

 

 ＜参考＞ 

「軽石の埋立処分に関する技術検討委員会」及び「中城湾港泡瀬地区における軽石埋立処分手順」に

ついては、沖縄総合事務局ホームページ＜http://www.ogb.go.jp/kaiken/minato/pumice＞を参照。 

 

  

 

 

問い合わせ先 

内閣府沖縄総合事務局開発建設部 港湾空港指導官 種村誠之 

TEL：０９８－８６６－１９０６ FAX：０９８－８６１－９９１６ 



運天港において国が管理する港湾施設と管理の内容

上運天地区(フェリー岸壁)
所在地：今帰仁村

羽地内海

名護市

古宇利島

（今帰仁村）

屋我地島

（名護市）

今帰仁村

⑦航路（湧川地区）

⑧航路（呉我地区）

⑥岸壁泊地（上運天地区）
③運天港航路（運天地区）

①避難航路

②避難泊地

④運天港泊地（運天地区）

⑤泊地（運天地区）

離島航路
（至：伊平屋村）

（至：伊是名村）

⑨航路（屋我地区）

⑩泊地（屋我地区）

※航路・泊地の概ねの位置を示しているイメージです。

国が管理する期間 令和3年12月10日～令和4年5月9日

施設名称 管理の内容

①避難航路
航路における軽石その他の物件の除去に関する全体調整、
航路における軽石その他の物件の除去、
航路の点検・利用可否判断

②避難泊地
泊地における軽石その他の物件の除去に関する全体調整、
泊地における軽石その他の物件の除去、
泊地の点検・利用可否判断

③運天港航路
（運天地区）

航路における軽石その他の物件の除去に関する全体調整

④運天港泊地
（運天地区）

泊地における軽石その他の物件の除去に関する全体調整

⑤泊地
（運天地区）

泊地における軽石その他の物件の除去に関する全体調整

⑥岸壁泊地
（上運天地区）

泊地における軽石その他の物件の除去に関する全体調整

⑦航路
（湧川地区）

航路における軽石その他の物件の除去に関する全体調整

⑧航路
（呉我地区）

航路における軽石その他の物件の除去に関する全体調整

⑨航路
（屋我地区）

航路における軽石その他の物件の除去に関する全体調整

⑩泊地
（屋我地区）

泊地における軽石その他の物件の除去に関する全体調整

※赤字：変更箇所（1ヶ月延長）

12月15日撮影 3月29日撮影

別紙１



除去した軽石の中城湾港泡瀬地区への埋立処分

なかぐすくわんこう

中城湾港

処分予定箇所
（直轄土砂処分場）

○除去した軽石については、沖縄総合事務局において、専門家からなる「軽石の埋立処分に関する技術検討委員会」を設置・

開催し、３月23日に「中城湾港泡瀬地区軽石埋立処分手順」をとりまとめ公表。

○本手順を踏まえ、中城湾港の泊地整備（国直轄工事）に伴って発生する浚渫土砂又は購入砂を軽石と混合し、同港泡瀬地区

の直轄土砂処分場に埋立処分する予定。

○今後、沖縄総合事務局において、４月11日に沖縄県に対する公有水面埋立法に基づく変更承認申請を予定。

なかぐすくわんこう あわせ

泊地整備
（国直轄事業）

泡瀬地区

軽石の埋立処分に関する技術検討委員会 （敬称略）

（学識者）
菊池 喜昭 東京理科大学 理工学部土木工学科 教授
渡部 要一 北海道大学大学院 公共政策学連携研究部 教授
森川 嘉之 国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所

港湾空港技術研究所 地盤研究領域長
（行政機関）
国土交通省港湾局 技術企画課長、海洋・環境課長、技術監理室長
内閣府沖縄総合事務局 開発建設部長、那覇港湾・空港整備事務所長

【経緯】

2月14日 軽石の埋立処分に関する技術検討委員会（第1回）

2月28日 同 （第2回）

3月23日 「中城湾港泡瀬地区軽石埋立処分手順」
のとりまとめ・公表

4月11日 公有水面埋立承認変更申請 （予定）

別紙２

あわせなかぐすくわんこう


